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本委員会では，低頻度磁気刺激を治療に応用するときの安全性の基準として，1週間に500回を上限と

して施行することを提言した（臨床神経生理学28：337，2000.）。

その後，この2年のあいだに，1Hz以下の低頻度磁気刺激が治療や高次脳機能研究に広く使われるよ

うになり，1,500回までの刺激による副作用も，とくに報告されていない。また，世界的な安全基準の指

針でも，安静時閾値以下の強度の場合，1,800発までは安全とされている。

このような状況をふまえて，本委員会は，安静時閾値以下の強度で，1Hz以下の頻度の刺激に関して

は，1週間に1,500回を上限として施行することを提案する。

なお，高頻度経頭蓋磁気刺激法については，1999年，「脳波と筋電図」第27巻第3号306ページに提

言した通り，Wassermann E Mの安全性のガイドラインに則り，各施設で倫理委員会の承認を得て実施

することが望ましいと考える。

また，予期しない事象例が認められた場合には，従来通り，学会事務局まで報告をお願いしたい。
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お知らせ

第 回日本定位・機能神経外科学会

会 期：2003年9月29日（月），30日（火）

会 場：仙台国際センター

問合せ先：〒990-9585山形市飯田西2-2-2

山形大学医学部脳神経外科

TEL023-628-5349 FAX023-628-5351

E-mail：nouge＠med.id.yamagata-u.ac.jp

第 回日本小児神経学会

会 期：2003年5月22日（木)～24日（土）

会 場：アクロス福岡（福岡市中央区天神1-1-1 TEL092-725-9113）

ホームページ：http://www.trip.co.jp/jscn45/

問合せ先：第45回日本小児神経学会総会・学術集会事務局

〒814-0180福岡市城南区七隈7-45-1

福岡大学医学部小児科（事務局長 大府正治）

TEL092-874-0306 FAX092-874-0309

E-mail：jscn45＠fukuoka-u.ac.jp


